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2021 年 5 月 11 日発信 
 

 
 

一般社団法人日本惣菜協会は、2021 年 5 月 18 日に、中食・惣菜業界の将来ビジョンとなる「中食 2030」（ダ

イヤモンド社、2,750 円）を発刊します。全国の書店や、Amazon などのインターネット書店でお求めいただけ

ます。  
 
協会では、2015 年に初めて将来ビジョンとなる「中食 2025」を発刊しました。生活

者の変化からマーケットが変わり、業界も変化を要求されることから、５年ごとに見直

すこととしており、今回、関係者の協力を得て、「中食 2030」を発刊することができま

した。 
女性の社会進出や単身世帯・高齢者世帯の増加など様々な要因で、この 10 年、惣菜

市場は順調に拡大し、市場規模は約 10 兆円規模となりました。調理技術や流通システ

ムなどサプライチェーン全体での革新が進み、「おいしさ」「鮮度」「簡便」な商品を提供

することで、時代のニーズに応えてきた結果によるものと考えられます。 
しかし 2020 年、新型コロナウイルス感染症の拡大により、社会環境は一変。緊急事

態宣言の発出、飲食店の営業自粛要請、リモートワークの推奨などによ

り、人々の行動が制限され、経済活動が低迷しました。 
こうした社会情勢を踏まえ、更にこれから先の中食産業を、専門家の

先生方により予見し、「ニューノーマル時代の新たな『食』」を示唆す

る、様々な取組みの指針となる一冊です。 
なお、日本惣菜協会の会員企業および惣菜管理士、デリカアドバイザ

ーの資格取得者については、特別価格（1,100 円）で販売を致します。 
中食・食品関係者は是非ご覧ください。 
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【新刊】中食・惣菜産業の将来ビジョン『中食 2030』5 月 18 日発刊 
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<一部内容のご紹介＞ 

少子高齢化による人口減少で市場が縮小し、単身世帯の増加やライフスタイルの多様化が進む日本。食の外部

化が進む中、惣菜市場は 10 兆円を超えた。惣菜を単なるモノとして捉えるのではなく、豊かで合理的な食シー

ンを提供する「中食」として捉えてビジネスを構築していくことが業界には求められる。 

 中食は内食・外食では対応できないフィールドである。食の外部化は、「自分ですべてやらなくてはならない」

という食べ物の作り手が、手間や時間、技術を他の人に頼るようになってきていることと捉えられる。中食市場

が拡大するということは、いつでもどこでもどのようにでも食べられる状況が増えるということだ。どんな食を

どんな形で提供できるのかがキーワードになる。そこで食べたい物を食べたい時に食べたいように食べるために

買いたい人に、どう提供するかをマッチングさせることがビジネスとして重要になってくる。 

惣菜・中食業界には、コロナ禍を踏まえて、家庭の「食」を支える機能や役割が求められている。一つ目はおい

しさ、豊かさ（選択肢や値ごろ感）、健康（免疫力向上）――などを提供する機能であり、二つ目は食が持つ地域 

の歴史や伝統を守る機能だ。そうした機能を発揮するためには、DX への対応も重要だ。DX の波に乗り遅れず、

レジリエンスな経営、収益性の向上、優秀な人事の確保と育成、そして業界や企業としての社会的責任が問われ

いる。 

 食べる人を応援し、食べる人たちに「なくてはならない存在」と思ってもらうことにつながる。一方的な提供

ではなく、つくる人（提供する人）、食べる人（買う人）との共創（コ・クリエーション）関係をつくっていくこ

とが重要だ。 

「中食 2030 ニューノーマル時代の新たな『食』を目指して」より抜粋 

 
 
◇◇2020 年惣菜市場規模（速報）◇◇ 

2020 年惣菜市場規模 9 兆 8,195 億円～新型コロナ影響で、前年比 95.2％に～ 

 
今回の調査結果（調査対象期間：2020 年 1 月〜2020 年 12 月）から算出した惣菜の 2020 年の市場規模は、 
前年比 95.2％の 9兆 8,195
億円となった。コロナの影

響を受け、市場規模が前年

を下回るのは、2009 年以

来 11 年ぶり。詳細は、6 月

1 日発刊の「2021 年版惣菜

白書」に掲載する。 

※この件に関する問い合わせ先 
一般社団法人 日本惣菜協会 担当：白壁・高橋までお願い致します。 

TEL:03-6272-8515 FAX:03-6272-8518  E-mail : souzai-info@nsouzai-kyoukai.or.jp 
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単位：十億円、％

2018年 2019年 2020年
構成比 構成比 前年比 構成比 前年比

2,954.2 28.8 2,896.2 28.1 98.0 2,734.6 27.8 94.4

359.6 3.5 356.0 3.4 99.0 292.1 3.0 82.1

948.1 9.2 963.9 9.3 101.7 879.9 9.0 91.3

2,682.4 26.2 2,740.7 26.6 102.2 2,763.3 28.1 100.8

3,307.4 32.3 3,363.3 32.6 101.7 3,149.6 32.1 93.6

10,251.8 100.0 10,320.0 100.0 100.7 9,819.5 100.0 95.2
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